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カバーエリア（国内、国外） 

世界で標準化された技術 

長期間利用可能なネットワークサービス 

− 長期間の部品供給 

インターネット接続が確立 

− クラウドの容易な活用 

信頼性の高いネットワーク 

− 障害・災害対応 

− セキュリティー対応 

既に普及している部品群 

− 各種製品への組み込みが可能 

− スマートデバイス 

 

 

 

１）M2M分野における携帯電話網活用の重要性 

国内 

海外 

長期間供給可能な部品 
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TNMP: 24万メーター（100%） 

CPS Energy:14万メーター（2014年） 

Consumer Enegy:180万メーター（ほぼ100%） 

Entergy: 280万メーター（最大） 

２）M2M事例①： 

携帯電話網を活用したスマートメーター 

ユーティリティービジネスにおけるスマートメーター 

携帯電話網を活用したスマートメーターの導入例 



4 

車載ECUログ取得 

メンテナンス情報 

ドライブ履歴 

レンタカー返却時ガソリン残量 

燃費情報＋タイヤ空気圧 

位置情報 

２）M2M事例②：ODBⅡ (On Board Diagnostics 2) 

OBD2 携帯電話網通信装置例 
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２）M2M事例③：ｍPERS ( Mobile Personal Emergency Response 
Service) 

携帯電話網 

・位置情報 

・転倒情報 

・歩数情報、他 

小型通信モジュール 

位置確認 

救急車両手配 
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M2Mアプリケーションやデバイス市場の成長を加速させるため
に更なるコストダウンが必要｡ 

 

そのためにはスマートメーターを含むM2M向けには、携帯電話
網を使う無線通信システムの電波利用料を低減或いは免除する
ことが必要と考える。 

３）M2Mの普及促進に向けた電波利用料に関する
課題と意見 




